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１．研究計画の概要 
港湾や空港などの国際物流のハブ機能を有
する国際重要インフラに着目し，相互依存的
な安全性投資行動の問題（Interdependent 
Security(IDS)）の問題として，そのリスク
ガバナンスの政策を理論的・実証的に分析・
方法論を構築する。その達成目標は次の通り
である． 
(1) 災害経済分析やゲーム論，政治経済学的
アプローチにより，実施可能な国際重要イン
フラのリスクガバナンス戦略を抽出し，それ
らの政策が有効に機能するための条件を理
論的に明らかにする． 
(2) 国際重要インフラが直面している災害
リスク分析のための実証的フレームワーク
を構築する． 
(3) (2)で開発した方法論に基づいてハザー
ド，インフラの相互依存性，経済影響など部
分モデルからなる統合的な分析モジュール
と，ターミナルオペレータなどの港湾・空港
選択行動モデルとから構成されるをGISベー
スの統合シミュレーションモデルを構築し，
そのモデルを用いた政策分析を実施する． 
 
２．研究の進捗状況 
概ね予定通り現在までに、上記研究の概要に
示した(1)-(2)の内容に関して順調に研究が
進展している。 
 (1)国際重要インフラのリスクガバナンス
戦略に関しては、相互依存的な安全性投資行
動の問題として非協力ゲームの枠組みでモ
デル化した。当該港の利用可能性が他港の利
用可能性に依存するため、他の港の安全性の
水準に依存して自港の安全性投資の効率性
が決まることになる。このような状況では、

社会的最適な状況に比べて、各港の自発的な
意思決定では過小な防災投資のインセンテ
ィブしか生まれず、システム全体としての安
全性が損なわれることが分かっている。この
問題を解決するためには、港湾の機能停止が
生じた場合に発生する他港への影響をも自
港の防災投資のインセンティブとして反映
しうる仕組みが必要である。他港に与えた損
失を補償するための保険制度の創出を検討
した。このような枠組みでは、少なからぬケ
ースにおいて、各港がこの保険制度に加入す
るインセンティブを持ち、かつ、防災投資の
水準を社会的に最適な水準に高めうること
が分かった。 
 (2）に関しては、港湾や空港などの国際物
流のハブ機能を有する国際重要インフラが
直面する自然災害リスクとして、大規模な台
風等による高潮や洪水、地震及び津波の発生
の可能性に関して国内外で展開されている
研究をレビューし、とりまとめを行うととも
に、国際交易、国内輸送を内生化した 2階層
の空間的応用一般均衡モデルを構築し、これ
らの事象によって引き起こされる港湾や航
路の機能停止が国際経済に与える影響を計
量するためのモデル構築を行った。これらの
活動によって、実証的フレームワークは概ね
整ってきたといえる。 
 また、国際リスクガバナンス評議会（IRGC)
と共同して国際重要インフラのリスクガバ
ナンスに関する国際会議を現在までに2回開
催しており、さらに、いくつかの国際会議で
も招待講演を行った。このように研究の成果
は高く評価されている。 
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 ①当初の計画以上に進展している。 
 理由：作成したモデルを名古屋港やマラッ
カ海峡の機能停止などのケースに適用した
分析も進み、これらの機能停止によってはっ
せする主要な問題が代替性の低い財の交易
が阻害されることが最大の問題となること
が分かってくる等当初の予定した以上の成
果が得られているため。 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、これまでに開発した方法論に基づい
てハザード，インフラの相互依存性，経済影
響など部分モデルからなる統合的な分析モ
ジュールを統合して、実際に保険システムの
設計を試みるとともに、統合シミュレーショ
ンモデルを構築しそのモデルを用いた政策
分析を実施することとしている．個別のモデ
ルに関しても研究が蓄積しているので、早急
に総合的な分析に入っていきたい。 
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